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研究実績 

の概要 

本研究課題では、2.45 GHz帯用に設計されていた同軸線路型反応チャンバーを5.8 GHz

帯へ展開するため、チャンバーの寸法設計・および電磁界解析を行った。そして、水の加

熱特性を調査した。 

同軸線路型反応チャンバーの構造を図1に示す。金属で作られた円筒形の容器内(直径51 

mm,高さ50 mm)に、金属棒が中心導体として設置されている。中心導体の先端部分は円錐

台形である。円筒容器上部には、同軸マイクロ波入力ポートと蓋が取り付けられている。

容器の寸法を適切に選択することで、入力ポートから容器内へ照射されたマイクロ波の電 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

界が強め合う場所、すなわち定在波分布が発生す

る。また、溶媒を流通させる流路はテフロンを想

定して、中心導体から 12 mmの位置にらせん状に

配置している。同軸マイクロ波入力ポートから

5.8 GHzのマイクロ波をチャンバーに入力するこ

とで、流路内の溶媒温度を上昇させる構造であ

る。 

汎用物理シミュレータ COMSOL を用いてシミュ

レーションを行い、容器内での流路位置に対して

電界分布がなるべく均等になる寸法を模索した。

図 2は電界分布がなるべく均等で、かつ入力ポー

トにおいて低反射特性が得られるよう寸法調整

した場合の電界分布である。 

COMSOLを用いて,5.8 GHzのマイクロ波5 Wを

300 秒間同軸ポートから入力した場合の水の昇

温シミュレーションを行った。容器内に設置する

流路はテフロンで製作することを想定するが、本

シミュレーションでは厚さを無視、すなわち、水

が中心導体からの距離 12 mmの位置に外径 5 mm

のリング状にあるものとした。また、間隔2 mmで

5段のリングを設置した。このときの 300 秒後の

温度分布を図3に示す。シミュレーションでは、

初期温度 20℃を仮定した。図 3より、容器の中央

付近で最も温度上昇が大きく、およそ95℃程度ま

で上昇することを確認した。 

この軸線路型反応チャンバーを試作し、水の昇

温実験を試みた。ただし、試作チャンバーに用い

ることのできた流路径が 1 mmとシミュレーショ

ンの寸法より細い。現在のところ、この流路に 5.8 

GHz, 5Wのマイクロ波を 300秒間照射した場合、50～60℃程度まで昇温することが確かめ

られているが、詳細な実験データの取得は今後の課題である。 
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図 1 反応チャンバーの構造 

 

 
図 2 電界分布(5.8GHz) 

 

 

図 3 温度分布(水, 5W×300秒) 
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